
基本課題２　あらゆる暴力の根絶（課題４～６）

課題４　セクシャル・ハラスメント防止対策の推進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

教職員に対する
セクシャル・ハラ
スメント防止対
策

学校教育課

学校訪問等を通してセクシャ
ル・ハラスメント防止に向けた
指導を行う。
【工夫すること】
県教委からの通知等をもとにし
て具体的に指導する。
【目標値】
市内の全小中学校（33か校）
で指導を行う。

学校訪問時、指導主事が、
県教委からの通知などを基
にして教職員の非違行為
根絶について指導する中
で、セクシャル・ハラスメント
防止について指導した。

【問題点・課題等】
セクシャル・ハラス
メント防止を含む
非違行為根絶に
向け、意識を継続
させるために教職
員に対する指導を
継続していかなけ
ればならない。

A A

広報・啓発活動
市民窓口課

広報紙やＦＭ放送で、周知す
るとともに、講座等で「市民行
動パンフレット」を配布し啓発
をはかる。

各講座及びひとひとフォー
ラムで「市民行動パンフレッ
ト」を配布し、啓発を図っ
た。
また、4月29日にFM放送に
て啓発した。

【評価理由】
計画通り、啓発を
実行した。 A A

8

事業所に対する
セクシャル・ハラ
スメント防止に向
けた啓発

広報・啓発活動 商工課

ホームページから新潟労働局
の雇用機会均等・両立支援・
パートにリンクし、情報提供を
行う。

ホームページから新潟労働
局の雇用機会均等・両立
支援・パートにリンク
し、情報提供を行った。
 また啓発ポスターやチラシ
を掲示して、啓蒙意識の高
揚を図った。

【評価理由】
計画通り、実施し
た

A
A

市民に対するセ
クシャル・ハラス
メント防止に向
けた啓発

7

H22年度の審議会における意見・評価
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課題５　ドメスティック・バイオレンスの防止に向けた意識啓発及び保護体制の整備

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

ドメスティック・バ
イオレンス（ＤＶ）
の防止

子育て支援課

・ ＤＶは女性への人権侵害で
あり、許されない暴力であるこ
との意識啓発を図る。
・ 相談窓口を知ることにより、
早期解決につながることを周
知する。
・ 広報掲載（広報さんじょう・三
条市健康だより・ホームペー
ジ）
・ 燕三条ＦＭ放送「健康・子育
てインフォメーション」にて放送
（11/30予定）
・ 相談窓口案内カードの常時
設置と設置場所の拡大を図
る。
【工夫すること】
広報・FM放送・「相談窓口案
内カード」を活用し周知を図
る。
【目標値】「相談窓口案内カー
ド」の設置個所の増加・初回相
談者数の増加。

・相談の機会をとらえ、意識
啓発を図っている。市民な
んでも相談室との連携を図
るため打ち合わせ会を行っ
た。
・相談窓口案内カードの設
置場所拡大について、検
討した。

【評価理由】
H22年度計画した
項目について実行
することができた。
女性の側への啓
発機会は多い。
【問題点・課題等】
案内カードの設置
拡大などについて
も、引き続き検討
が必要。社会不安
の増す中で、ＤＶ
相談件数は全国
的に過去最高と
なった。経済の低
迷などから、増加
傾向は続くとみら
れる。暴力は人権
侵害であり、犯罪
行為であることを、
男性側、更には若
年層にも向けて啓
発することが今後
の課題である。

A A

高校生のための
デートＤＶ防止
セミナー

市民窓口課

ドメスティック・バイオレンス等
の暴力は人権を侵害するもの
であることを認識し、これら暴
力を許さない社会づくりに向け
た啓発をするとともに、高校生
にもわかりやすく伝える内容と
するため、高等学校と共催して
セミナーを実施する。
【実施時期】10月28日
【会場】三条東高校
【講師】女のスペースにいがた
【目標値】「今後の生活に役に
立つ」の割合が参加者の８０％

計画通り実施
参加者　366名
アンケート集計枚数　326
枚
「今後の生活に役に立つ」
男子７４％　女子８７％
計85％

【問題点・課題等】
今後の生活に役
に立つと答えた学
生が８５％と多いこ
とからも、継続して
事業を実施してい
きたい。
アンケートの回収
方法を、学校関係
者に見られないよ
うな方法で実施で
きないか検討して
いきたい。

A A

H22年度の審議会における意見・評価

ドメスティック・バ
イオレンスの防
止に向けた啓発
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9
ドメスティック・バ
イオレンスの防
止に向けた啓発

広報・啓発活動 市民窓口課

広報紙やＦＭ放送で、周知す
るとともに、講座等で「市民行
動パンフレット」や「相談カー
ド」などを配布し相談窓口の周
知や啓発をはかる。

広報さんじょう11月1日号、
2月1日号のコラムに掲載し
た。
各講座及びひとひとフォー
ラムで「市民行動パンフレッ
ト」を配布し、啓発を図っ
た。

【評価理由】計画
通り周知した

A A

課題６　相談体制の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名 担当課等 実施計画内容 実施状況 問題点、課題等 担当課
評価 市民窓口課所見

10
女性相談の充
実

女性相談事業 子育て支援課

施策Ｎｏ９と同様
・ 研修会等に積極的に参加
し、他市との情報交換をするな
かで、女性相談の充実を図
る。
【工夫すること】
市民への周知を常時図り、ま
た周知の場を拡げる。
【目標値】
初回相談件数の増加

・女性相談の充実を図るた
め、関連する研修会には積
極的に参加している。相談
員の資質の向上と、各市、
県の情報を得るため、9/15
にＤＶ全国会議に出席し
た。

【評価理由】
男女共同参画推
進に関連するよう
な研修会に、広く
積極的に参加でき
た。
【問題点・課題等】
女性相談に対する
取り組みは各市町
村により差異があ
る。そのなかでも、
他市町村との情報
交換や共有、連携
ができる努力が必
要である。
研修に参加して相
談員の資質向上を
図り、市民の相談
に的確に応えるこ
とが重要である

A A

11
市民相談の充
実

市民相談の充
実

日常に関わるさまざまな心配
事や悩み事、悪徳商法の被害
や多重債務など、多様化する
相談に的確に対応するための
「市民なんでも相談室」を設置
する。
○設置日：4月26日

・計画どおり設置した。
・H22年度相談件数：６４４
件
　(H21年度相談件数１８８
件)

A A

市民窓口課

H22年度の審議会における意見・評価
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12
相談員間の連
携の強化

情報交換を通し
ての連携強化

関係課を対象に問題のある事
例を議題とした情報交換会を
開催し、相談情報の共有を図
るとともに制度変更等の新たな
情報提供の場にする。

【相談業務情報交換会の
開催】
［第1回］
・実施期日…H22.6.4
・議題…
①相談室の現況報告
②相談業務の問題点
［第2回］
・実施期日…H23.1.19
・議題…
①多重債務問題について
の研修
②三条市の多重債務者支
援体制について

【その他(相談業務に関す
る勉強会の開催)】
・実施期日…H23.2.18
・内容…相談に必要な損害
保険の基礎知識

A A

市民窓口課
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